
~４ 目的積立金の取崩を財源とする費用

区 分 大 学 附属学校 附属病院 計

目的積立金を財源とする費用 66¶244 ` ` 66¶244

~５ 減価償却費、損益外減価償却相当額、損益外減損損失相当額、損益外利息費用相当額、損益
外除売却差額相当額、引当外退職給付増加見積額及び引当外賞与増加見積額

区 分 大 学 附属学校 附属病院 計

減 価 償 却 費 1¶197¶571 13¶257 2¶485¶640 3¶696¶469

損 益 外 減 価 償 却 相 当 額 1¶369¶123 62¶096 73¶596 1¶504¶816

損 益 外 減 損 損 失 相 当 額 41¶500 ` ` 41¶500

損 益 外 利 息 費 用 相 当 額 � 317 ` ` � 317

損 益 外 除 売 却 差 額 相 当 額 124¶038 20 ` 124¶058

引当外退職給付増加見積額 � 380¶342 � 43¶247 � 255¶948 � 679¶538

引 当 外 賞 与 増 加 見 積 額 � 58¶010 � 20¶983 � 6¶837 � 85¶831

~６ 附属病院セグメントにおける運営費交付金収益は、学内予算に基づき配分した運営費交付金
を収益化した場合の相当額と121¶406千円差額があるが、これは附属病院セグメントにおける
人件費に関し勤務実績等により帰属の補正を行ったことによるものである。

Ĥ 寄附金の明細

区 分 当期受入額~２ 件 数 摘 要

(千円) (件)

大学 918¶541 1¶590 ~１

附属学校 9¶592 8 ~１

附属病院 20¶520 38 ~１

合 計 948¶654 1¶636

~１ 当期受入額及び件数には、下記の現物寄附を含めている。
{ 大学 668件

・固定資産分 270¶379千円
・消耗品費等分 34¶538千円

| 附属学校 １件
・固定資産分 662千円

} 附属病院 ２件
・固定資産分 735千円

~２ 当期受入額には、利息の受入額513千円を含めている。

Î 受託研究の明細 （単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

大学 13¶160 856¶855 824¶444 45¶571

附属学校 ` 3¶000 3¶000 `

附属病院 63¶198 132¶618 108¶587 87¶228

合 計 76¶358 992¶473 936¶031 132¶800

~ 当期受入額のうち、59¶934千円は未収である。
Ĵ 共同研究の明細 （単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

大学 38¶998 248¶759 225¶590 62¶167

附属学校 ` ` ` `

附属病院 ` 1¶315 ` 1¶315

合 計 38¶998 250¶074 225¶590 63¶482

~ 当期受入額のうち、30¶555千円は未収である。
K̂ 受託事業等の明細 （単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託事業等収益 期 末 残 高

大学 2¶260 314¶703 309¶083 7¶879

附属学校 ` ` ` `

附属病院 459 8¶702 8¶594 567

合 計 2¶720 323¶405 317¶678 8¶446

~ 当期受入額のうち、103¶478千円は未収である。
L̃ 科学研究費補助金の明細 （単位：千円）

種 目 当 期 受 入 件 数 摘 要

科 学 研 究 費
( 677¶547)

200¶630 506

特 別 研 究 員 奨 励 費
( 7¶300)

` `

厚生労働科学研究費補助金
( 74¶493)

4¶505 4

先 端 研 究 助 成 基 金 助 成 金
( 90¶300)

27¶090 2

産業技術研究助成事業費助成金
( 16¶900)

5¶070 2
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